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令和３年６月吉日

八戸市ミニバスコーチ各位

八戸地区 U-12指導育成部会

マンツーマン推進における変更点について

陽春の候、皆様にはますますご健勝のことと思われます。

さて、「マンツーマンディフェンスの基準規則」（2021 年 4 月 1 日改訂版）が JBA のホ

ームページにアップされています。資料を確認し、コミッショナー等にご活用ください。

よろしくお願いいたします。

１ JBA のホームページにアクセスします。「関わる・育てる」から、「選手育成」、「マ

ンツーマンの推進」へと進みます。



- 2 -

２ 「マンツーマンの推進」を開いた後、画面を下方にスクロールし、「関連資料・様式」

にある「マンツーマンディフェンスの基準規則」を開いて見ます。

http://www.japanbasketball.jp/players_development

↑

このアドレスからでも「マンツーマンの推進」のページへいけます。

３ 「マンツーマンディフェンスの基準規則」にある文書をご覧になり、指導や試合での

コミッショナーとしての判断にいかしてください。

第 10条の 10-1-1【補足】は、公式試合で大切になる部分なので載せます。

第 10 条「赤色(警告)」の旗が上げられた際の処置

10-1 対応

10-1-1 「赤色(警告)」の旗が上げられた後、最初にゲームクロックが止まったとき、また

はボールのコントロールが変わったときに、

マンツーマンコミッショナーはブザーを鳴らしてクルーチーフを呼ぶ。

【補足】 マンツーマンコミッショナーは、何らかの理由でゲームを止めることができな

かった場合に備え、ボールのコントロールが変わったときのゲームタイマーの時間を記憶

または記録しておく。

10-1-2 マンツーマンコミッショナーはクルーチーフに対してマンツーマンディフェンスの

基準規則違反による警告の対象となることを伝え、両チームのコーチをスコアラーズテー

ブル前に集めてもらう。

10-1-3 マンツーマンコミッショナーは、両チームのコーチに違反内容を簡潔に説明する。
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４ 次の資料も参考になります。ご覧ください。

①「よくある質問 Q&A」

②「関連動画 MOVIE」

③「旧マンツーマンディフェンスの基準規則関連資料」


